

































A Study on the Similarities between Language and Creature
Isao HIRAMI
Abstract
　Creature have always developed their own appearances and nature to survive in a special 
way, and languages also have developed their own characteristics in different ways. There 
are many parallels between language and creature, and such examples have been seen so far 
in the previous papers.
　The aim of this paper is to add some explanations to them.
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れている。たとえばJohn knows that Mary knows 
Lucy．という文のthat以下は一つの独立した意味






造がある。たとえば英語ではa girl of blue eyes in 
































































































































































































































































































































































































































　１　That is a pen.
　２　That book is mine.
　３　The forecast says that it’s going to rain.
　４　 I know the fact that he stole money from 
his friend.
















































の所有構文は最初からA’s Bと B of Aの二つの形に
分かれていたわけではない。なぜ用法が分かれたの
かはわからないが，何らかのきっかけが引き金と
なって二つの形式があったほうが有意味だというこ
とになったのであろう。能動態と受動態，第三文型
と第四文型のそれぞれ二つの表わし方があったほう
が言葉の意味を伝えるにおいてよりよいということ
から定着したのと同じ原理のはずである。言葉は絶
えず変化し続けていくため，新しい形式が生まれた
ばかりの時期は対応する形式との間にはっきりそれ
ぞれの役割が決まらず，意味と形式の対応関係は混
沌とした状況が長い間続いたはずである。（そして
習慣化した言いまわしは意味と形式の関係が築かれ
た後も固定化したことが予想される。だからこそ
A’s Bの用法で今では消失している同格の表現のい
くつかが今でも残っているのであろう。）ある時期
には意味と形式の対応関係がうまくマッチする方向
に向かい，例外を常に残しながらも定着するのであ
る。多くの場合，言語は独自の意味合いを確立する
ように存在しようとするからである。（単語を例に
取るとわかりやすいが父上，父さん，とうちゃんは
文体的な違いから使われる場面が異なる。それぞれ
の意味する範囲に棲み分けが生じるのである。能動
態と受動態では両方の形式で表すことが可能な場合
も多々あるが，能動態でしか表現できない内容，受
動態でしか表現できない例があるし，両方で表現で
きる内容も文の流れから自ずとどちらが適切な表現
かが決まってくる。）知的意味の違いから文体にお
ける違いまで，必ず何らかの点で異なっているので
ある。
　したがって認知言語学で問題となる意味と形式の
ずれは生物がある時期に変化していくという性質を
常に潜在的に持っているという観点から見れば自然
なことと思われるのである。
まとめ
　言語が生物と似ている点は効率的で常に変化して
いるという点から述べたが，いずれにおいても必ず
しも無駄がないというわけではない。人間のDNA
には無駄なものも多いようであるが（というより何
の役に立っているのかが今の所の研究段階において
ははっきりしないということであろう）言葉も上で
述べたように男性名詞，女性名詞等，意味の伝達と
いう点だけから見ると大きな役割を果たしていない
と思われるものが残っている言語も多い。なぜ淘汰
されなかったのか，それを見出すことでさらなる言
語と生物の接点が見えてくると考えることができ
る。
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